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１．標準仕様書の改定に関する基本的な考え方

○ 制度改正以外の見直しは、令和７年度末までは原則行わないこととなっているが、デジタル庁との協議により
真に必要なものは見直しする。

1

制度改正対応
の考え方

制度改正以外
の対応の考え
方

【出典】 令和４年９月30日デジタル庁 「地方公共団体の基幹業務等システムの統一・標準化に関する関係府省会議（第２回）」

標準仕様書の
誤記訂正や補
記等は改定せ
ずに別途の方
法により対応



２．令和５年度に検討を要する主な論点（制度改正を契機とする見直し①）

○ 現時点における主な検討論点（制度改正を契機とする見直し）は以下のとおりである。

No 検討の論点（制度改正を契機） 改定の時期

１
令和６年４月施行の障害者総合支援法等の一部改正の対応

※ 「障害福祉サービス等報酬改定検討チーム」における検討等を踏まえ、令和５年度下期に検討を予定
令和６年３月
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【出典】 令和５年３月10日 「障害保健福祉関係会議資料」 (1)企画課 １頁

左記の記載のうち、令和６
年４月１日施行分について、
「障害福祉サービス等報酬
改定検討チーム」における
検討等を踏まえて、必要な
見直しを行う



２．令和５年度に検討を要する主な論点（制度改正を契機とする見直し②）

No 検討の論点（制度改正を契機） 改定の時期

２ 精神障害者保健福祉手帳の旅客運賃の割引対応（省令改正対応）
令和６年３月（予定）
※ 鉄道事業者の運賃割引実施時期に関する国土

交通省からの回答により改定の時期は確定
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【出典】 令和５年３月10日 「障害保健福祉関係会議資料」 (1)企画課 ４０頁

以下のような見直しを想
定している。

・管理項目に「旅客運賃
割引コード」を追加（コ
ード内容は第１種、第２
種）

・08_障害者手帳（紙様
式）に「旅客鉄道株式会
社旅客運賃減額区分」を
追加



２．令和５年度に検討を要する主な論点（制度改正を契機とする見直し③）

No 検討の論点（制度改正を契機） 改定の時期

３ 特別児童扶養手当証書の廃止に伴う対応（省令改正対応）
令和６年３月（予定）
※ 省令改正の時期により、可能であれば令和５年８月に改定
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【出典】 令和５年３月10日 「障害保健福祉関係会議資料」 (1)企画課 １５頁

左記の記載に関する見直し
を想定している



３．令和５年度に検討を要する主な論点（制度改正以外を契機とする見直し）

○ 現時点における主な検討論点（制度改正以外を契機とする見直し）は、以下のとおりである。

※ デジタル庁からの依頼によるもの又はデジタル庁との調整を踏まえて対応するものとなる

No 検討の論点（制度改正以外を契機） 補足説明 改定の時期

１
横並び調整方針の令和５年５月改定
予定に伴う対応

標準仕様書改版の際に、機能要件の改版箇所について判別できる資
料を公表する内容を「横並び調整方針２．」に追加

令和５年８月

２

令和５年３月30日時点のデータ要件・
連携要件の改定において業務横断
的に変更した箇所で影響のある部分
の整合対応

データ要件・連携要件の改定において変更された箇所は以下のとおり
• 業務横断的に統一すべき型・桁等の修正
• 事業者からのご意見より業務横断的に規定を統一すべき内容の反
映（市区町コードの既定、口座情報等）
• リクエストキー及びデータ項目（ローマ字）の削除
• 各業務の基本データリストで変更があった内容について他業務影響
する部分の反映
• 引っ越しOSSに関する連携要件の追加
• 共通機能との連携規定（住登外者宛名管理・団体内統合宛名・申請
管理・統合収納管理・統合滞納管理）
• API連携からファイル連携を主としたことによる共用データリストの削
除
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以下については、検討の論点とするかについて検討中又は今後検討となっている。

・指定都市要件の「成案」で、2.1版に反映済の機能（３９件）について、指定都市以外の市区町村への適用

「標準仕様の指定都市における課題等検討会」による対応ではあるが、指定都市に限定されない要件も多数見受けられたところ、
反映にあたってはWTにおける検討や全国意見照会を行えなかったことから指定都市のみの要件として2.1版に反映しているため。

・指定都市要件の「成案」で、反映を見送った要件（３件）の追加

・指定都市要件の「再検討」（２６５件）について、必要な要件を追加

・公費負担医療のオンライン資格確認の対応

令和５年３月８日に開催された「医療DX推進本部幹事会（第２回）」における「 医療ＤＸの推進に関する工程表（骨子案）」により、
対応が必要になると想定されているため。



４．過年度の残課題について

○ 過年度の残課題及び対応の考え方は以下のとおりである。
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No 管理場所 検討事項 残課題の内容 対応の考え方

１ 検討課題一覧
引越しワンストップサービ
スを実現するための機能
の対応

デジタル庁より令和５年３月時点の標準仕
様書に規定する業務として、「国民健康保
険、後期高齢者医療、介護保険、国民年金、
児童手当、印鑑登録、軽自動車税」が指定
されたことから、令和５年度以降、必要に応
じて検討

デジタル庁より対象業務として指
定される場合に検討する
※ 現時点において、令和５年度

の検討予定はない

２ 継続検討一覧
精神手帳の旅客運賃の
割引対応

「精神障害者に対する鉄道事業者の旅客運
賃の割引に係るマイナンバー情報連携」は、
実施が令和６年度以降となることやデータ
標準レイアウトの追加検討は今後であるこ
とから、標準仕様書への反映（改版）時期も
含めて、今後の検討とする

３頁のNo.２で対応


